
ｉ

第35 回年 次 大会〕

９月11 日（日）第３会場　 午後1 :00 ～3 :30

D 27 ■mm ど意巌形政との齢i.

/
主な南のタ吟 （5）

A 巻* 大衣蔵　 尾 上孝一

住　居　201

回的　今日. # 属釘鼻)t=際レz  り重尋･な考え方と＆つ乙 ゐヽ就襖^ 細ヽとχ 罰^･急螺跨知

の脊漉との豚 皇と検索し 。iうとする£)のきあゐ 。いわゆゐ. 今 ヨ^ 放生池・ 教乖 呟 、鷹寝

分極 と教義分皺( 僅刷新濠 クの考え方 のもとに銘々袈的如 上､がばか七)れてい＆ 。をむr.

菰 居の朕計にての子飛童のtt画= ついて、徊 室捲保( 個奎就寝 ）の終期と 子供の知 的行勧
の発遠政噌と刎

方法　調査方汰 は、套問紙斌と採用レ次のごフ･-大剔し、セ:れぞれ､;り関連区検鮮した。

a;  各鋒期乙机寝タイy' と刺 剣竃　} 供の成長に伸 なう各蒔期( 小孝歳低学年。小今我

あ学年･ 中学き 、畠衆生。肆 式生)) ＼-z の貧農タ イプ 、き。t b 旭い他との就農戎克 敬ど 。
(2)  成長に伸 なう各 峰駒と衆論形成との肺壇 按s-^ ａ に堤示､？れた意掛か勧の争碩に

クいて. それがいフ哺から# 分宮身､~意識され なが削ac ツ､ぎ0 した生添行勲とな、r あら

われてきた#へ色匍査する。調査撒 饗 本岑短大 １・2 年生 。配希獣710 貳( 阿凛知 仙呻り

佃* 架月　暇和5 ワ年7  月
参果　1 バ チ參 が

響 £与え冷 かja (礦略) のテーY  にフいZ    lot、意識行物の挙埃どの廓直^ みゐ限ﾘ その襲

型 含把握 すゐことがどきよ ウ。Z)    チ浹皇め凋峰 のし かヽた/<3t. 各隷庭の慨雍争惰 こ八寿く

方 右され ゐが、チ従 の性格に応びて瘍 保 すべヽ ､き時斯 の推迦5:ども一考 ずる ための訣計手斌

の各種 専原色^  >J 的碓･こ勿出し凌討しz  り＜大－ 斌あゐ。
*  山岸 ヽ平ft ･ 寥寡鵬着： 生活の季としての＃会 学 、斡合砂仇飼=･宛所p;2･ 、if∂2

D 28 鏡 悟 二世帯同 牙 無族の 珪幸い 方　 １

し1　i*l  餅 廬 に 比転

日 ふ寸 大政政　0  語 り1 系丿　　 沖 り ち美}

g 尨　 親 子こぞ 隋同屋≪  (ｱ)殼 計計ふ の賃 科ｌ 得 そ,こヒ1  a 的 に禰宜l-n-^ fc 行u'  い， これ

乖 で`に そり1  －4  にih ↑に て報 毎 して?  尽 本肝 払iJ   これ季 こヽ の額t  囚洛t 農 豺 ，再友調

・%  耐な う ことにj: ･) 冷倚の調 査計画 ＆瀋l する 之と^ 日的 ヒL 乙いi. 本噸 そ。1  いJ

疆 孝い え，現 収八 飛 殖に ついT  , 主 として前調t   と大鼓 い こ称 永t 今 毎了 る。

差詰　 親り ニ縫 必死峰 々ヽ`ヽ 犠 い,  やっ 図一 嘸 簾に鳶 珪 しX  ぃるこ だ帯 礼族x 対曝 に了こ り‘ －

ト 良いヽ 平面傭 記 入簡^ 言行与1 。額*- 政則 ぽ耶和 昭 年1  If T-･前a  いj一約Z  年^  程 こい る。

紺 糸　1. 対象偕の概|専： 今田|の調 畳対 象寸 華 口 転訣構叱 外世 胎の戦啼 の平特 年々. 汁 泰

代 域 ，^ 齢包 の噺素 川J 勾古ts;i:･,ヽ ･ヽみ ら れ%  ，へ 岡昔 年数ia:  ト ，弓年奇 満Ti  尺禍・ 刹鰻

を薦 公丿n ＼ 層i.  。もcAぐ 約 學な を なめ,   同屑璋軋　lsl偕 に対了 る粂 見 ＼:-7 ヽ べ む前龍-S と

呵孫 司 頑向 球`み らμ%  .    2 . 生活 屯 町・ らヽおヽ 芦〈延用年〉･･ 古 絹，曼 凰　 食事 軋 令所，傷 聖

充向FIり う占 汽 配所Oi i叱同率〉が一喩融く謳 図独a 健it] バ'お らiKf 々叫ら^  か 開･J 則 月偵 向旬ゝ '`

鰍いa  ^< 特徴 で-^ 乱 迫 鴻咆 明 のろ 軸 嘗求庶 は 前回 口J か 蛍 剛* r りいす考 に3:･･ 薔干 舅

fj-~-，てい 乱　3. 生片行 為からみ ﾌﾞ-〈嵐同率〉；瞳渚行旅( 食争･ 炊奉･ 風らん･    入沁･ 布 泄･

沈 向・妓憎)  の ー右 左一緒I-  ～るいr 馴|てしてぃ る(j イワ･び曳5  県晋号 ，)-i><全ヽ 体 的に一香

今いftヽ ･-,    砲<7)知 念 ぼ浩十 珊 十 してい 乱　 咬おド 対 しt 粛行 島・-i  -＼' フ独t  し てヽヽ i> タイ？

じ 浪1  昌鳶m ふ と生片 付冷-^ 寸A' て一拷 にし乙い ら リr  (^を全 同景を 丿O) 徊磨ゼ増 加 し

特 に触気 同葺型ぴ誦IS＼ よ') う<  写 って い る。侭 々Ci 生元 行玲 のが,同年 ≪現 収` -k v^"希 優 につ

い てII 椚La  い ぷ匿同レ 咳 剣を示 し 乙いうぉ≒Q|  ら んの根 因率の々 みく勺 ってい る。


